
　
清
ら
か
な
風
の
流
れ
る
安
達
太

良
の
麓
で
育
っ
た
か
の
智
恵
子
は
、

「
東
京
に
は
空
が
な
い
」
と
嘆
い
た
。

あ
れ
か
ら
七
十
年
。
果
し
て
環
境

は
ど
う
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

こ
の
間
、
文
明
や
科
学
は
驚
異
的
な
発
展
を
遂

げ
、
人
類
に
は
物
質
面
で
充
分
な
豊
か
さ
を
も

た
ら
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
大
気
汚
染
や
各
種

の
公
害
、
そ
し
て
地
球
温
暖
化
と
云
う
極
め
て

深
刻
な
環
境
悪
化

を
生
じ
た
。
も
は

や
都
会
の
青
空
云

々
で
は
な
く
、
人

為
的
に
起
こ
し
た

こ
の
問
題
を
、
我
々
の
手
で
責
任
を
も
っ
て
、

早
急
に
有
効
な
対
応
を
す
べ
き
と
こ
ろ
ま
で
き

た
▼
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
温
暖
化

対
策
が
主
要
な
議
題
と
し
て
予
定
さ
れ
、
更
に

こ
の
四
月
か
ら
京
都
議
定
書
の
目
標
達
成
期
間

が
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
が
こ
れ
ら
の
問
題
を
連
日
報
道
し
、
国
民

の
理
解
と
関
心
が
一
段
と
高
ま
り
喜
ば
し
い
か

ぎ
り
で
あ
る
。
国
も
地
方
も
環
境
基
本
計
画
や

実
施
要
領
を
策
定
し
て
広
く
国
民
に
呼
び
か
け
、

｢

地
球
貢
献
国
家｣

を
目
指
す
姿
勢
を
明
確
に
示

し
て
き
た
。
し
か
し
実
態
は
未
だ
普
及
・
啓
発

活
動
が
中
心
で
あ
り
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
り
、
解
決
方
法
を
考
え
、
具
体
的
に
行
動
を

起
こ
し
、
成
果
を
上
げ
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
あ

る
▼
六
十
回
目
の
こ
ど
も
の
日
に
、
某
テ
レ
ビ

局
が
、
エ
コ
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
む
小
学
校

の
活
動
を
紹
介
し
た
。
環
境
問
題
を
学
習
し
、

テ
ー
マ
毎
に
目
標

を
決
め
、
具
体
的

な
活
動
方
針
を
た

て
て
実
践
し
、
結

果
を
検
討
す
る
見

事
な
活
動
で
、
市
民
が
等
し
く
参
考
に
な
る
内

容
で
あ
り
、
行
動
が
第
一
だ
と
痛
感
し
た
▼
今

度
環
保
協
は｢

地
域
活
動
支
援
基
金
活
用
事
業｣

を
新
た
に
提
起
し
、
地
区
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
と
し
た
。
有
効
に
活
用
し
て
成
果
を
上
げ
る

の
は
各
公
衛
協
の
使
命
で
あ
り
、
地
域
の
実
情

に
根
差
し
た
幅
広
い
実
践
活
動
に
取
り
組
み
、

責
任
を
果
た
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
地
区
衛
生
組
織
代
表
者
会
議
長
　
宮
本
英
暉
）

　
平
成
十
七
年
に
制
定
さ
れ
た

食
育
基
本
法
。
こ
れ
を
受
け
て

平
成
十
八
年
三
月
に
策
定
さ
れ

た
食
育
推
進
基
本
計
画
の
中
で
、

六
月
を
国
の
食
育
月
間
と
定
め

た
。
国
で
は
、
食
育
全
国
大
会

や
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
開
催
な
ど
全

国
的
な
取
り
組

み
を
推
進
し
、

国
民
の
健
康
増
進
、

心
身
と
も
に
豊

か
な
人
間
形
成

に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を

推
進
し
て
い
る
。

　
広
島
県
で
は
、

県
民
一
人
ひ
と

り
が
食
の
大
切

さ
を
理
解
し
、
食
育
推
進
を
図

る
た
め
の
取
り
組
み
を
す
す
め

て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

平
成
十
九
年
度
か
ら
「
食
育
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
」（
主
催
‥
ひ

ろ
し
ま
食
育
・
健
康
づ
く
り
実

行
委
員
会
）
を
実
施
。
標
語
を

通
じ
て
食
の
大
切
さ
を
考
え
、

県
民
の
食
育
推
進
に
取
り
組
む
。

　
平
成
十
九
年
度
は
、「
食
を

楽
し
む
心
」「
食
を
大
切
に
す

る
心
、
食
に
対
す
る
体
験
に
関

す
る
気
持
ち
」「
規
則
正
し
い

食
生
活
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
」
の
三
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
。

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
、

県
内
か
ら
、
子
ど
も
の
部
（
小
・

中
学
生
）、
一
般
の
部
（
高
校

生
、
大
学
生
を
含
む
）
あ
わ
せ

て
七
千
五
百
三
十
七
作
品
も
の

応
募
が
あ
っ
た
。

　
各
テ
ー
マ
・
部
門
毎
の
最
優

秀
賞
は
以
下
の
と
お
り
。

【
食
を
楽
し
む
心
】

子
ど
も
の
部

　「
美
味
し
い
な
　
ほ
お
ば
る

ほ
っ
ぺ
に
　
笑
顔
咲
く
」
松
本 

紗
季
（
呉
市
・
小
学
五
年
生
）

一
般
の
部

　「
い
た
だ
き
ま
す
　
家
族
だ

ん
ら
ん
　
笑
顔
の
時
間
」
塩
田 

泰
広
（
広
島
市
）

【
食
を
大
切
に
す
る
心
、
食
に

対
す
る
体
験
に
関
す
る
気
持
ち
】

子
ど
も
の
部
　

　「
感
し
ゃ
し
て
　
気
も
ち
も

心
も
　
満
ぷ
く
だ
」
山
沖
伶
奈

（
東
広
島
市
・
中
学
一
年
生
）

一
般
の
部

　「
受
け
つ
ご
う
　
郷
土
の
料

理
　
食
の
知
恵
」
佐
々
木
弥
生

（
広
島
市
）

【
規
則
正
し
い
食
生
活
、
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
】

子
ど
も
の
部

　「
好
き
き
ら
い
　
食
べ
す
ぎ

や
め
よ
う
　
腹
八
分
」
村
田 

晋
一
（
福
山
市
・
小
学
六
年
生
）

一
般
の
部

　「
お
い
し
さ
は
　
赤
黄
緑
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
」
重
森
清
水
（
世

羅
町
）

　
な
お
、
平
成
二
十
年
度
の
食

育
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
テ
ー
マ

は
「
食
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」「
朝
食
の
大
切
さ
」。

六
月
十
九
日
か
ら
募
集
が
開
始

さ
れ
る
。

　
四
月
二
十
八
日
、
当
会
は
、

世
羅
町
と
協
働
で
脱
温
暖
化
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
合
意

書
を
交
わ
し
た
。
当
会
が
地
方

公
共
団
体
と
合
意
書
を
交
わ
す

の
は
初
め
て
。

　
こ
の
日
の
調
印
式
で
山
口
寛

昭
町
長
は
「
合
意
書
が
締
結
で

き
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
。

ま
ず
は
推
進
計
画
を
策
定
し
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い

き
た
い
」、
当
会
の
近
光
章
理

事
長
は
「
他
の
市
町
の
模
範
と

な
る
よ
う
な
成
果
を
上
げ
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
こ
の
た
び
の
合
意
は
、
行
政

を
は
じ
め
と
す
る
各
者
と
協
働

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た

い
当
会
の
思
い
と
、
ま
ち
ぐ
る

み
で
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り

組
み
た
い
世
羅
町
の
思
い
が
一

致
し
た
こ
と
な
ど
が
背
景
と
な

っ
た
。
ね
ら
い
は
、
行
政
や
事

業
者
、
住
民
な
ど
が
一
体
と
な

っ
た
脱
温
暖
化
の
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
と
地
域
の
活
性
化
、
人

材
育
成
（
リ
ー
ダ
ー
の
力
量
形

成
）
で
あ
る
。

 

主
な
合
意
事
項
は
、
地
球
温

暖
化
対
策
に
係
る
計
画
づ
く
り
、

計
画
の
実
践
、
地
球
温
暖
化
を

テ
ー
マ
と
し
た
地
域
の
活
性
化
・

人
材
育
成
の
三
項
目
で
あ
る
。

　
今
年
度
末
の
完
成
を
め
ざ
す

計
画
づ
く
り
で
は
、
各
者
の
役

割
を
明
確
に
し
た
行
動
指
針
を

示
す
た
め
、
住
民
や
事
業
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
ほ

か
、
住
民
自
ら
が
対
策
を
考
え

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
世
羅
町

脱
温
暖
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
町

内
三
会
場
で
開
催
し
、
そ
の
成

果
も
盛
り
込
む
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
計
画
で
は
、
町

内
の
公
共
施
設
に
お
け
る
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
な
ど
を

ね
ら
い
と
し
た
「
地
方
公
共
団

体
実
行
計
画
」
を
含
む
ほ
か
、

計
画
策
定
の
工
程
の
な
か
で
公

衛
協
を
中
心
と
し
た
「
地
球
温

暖
化
対
策
地
域
協
議
会
」
を
設

立
す
る
な
ど
、
策
定
後
の
協
働

体
制
も
具
体
的
に
示
す
。

　
な
お
、
世
羅
町
と
環
保
協
は
、

合
意
事
項
を
よ
り
円
滑
に
推
進

す
る
た
め
、
双
方
の
実
務
担
当

者
ら
で
構
成
す
る
「
脱
温
暖
化

の
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
を
設
置

し
、
定
期
的
に
意
見
交
換
や
連

絡
調
整
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
五
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ

た
第
一
回
会
議
で
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
な

ど
を
協
議
。
脱
温
暖
化
に
向
け

て
、
本
格
的
に
協
働
作
業
が
始

ま
っ
た
。


